
＜集落営農組織の育成を実施している事例＞

○集落営農組織の育成を実施している

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県伊香郡余呉町摺墨
い か ぐ ん よごちょう するすみ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
6.39 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 49.9％
85.3万円 共同取組活動 農用地維持管理 17.9％

（50.1％） 共同機械・施設積立 30.7％
その他 1.5％

協定参加者 農業者 13人、非農業者 ３人、土地改良組合 １組合

２．取組に至る経緯

摺墨集落は、余呉町の高時川の支流摺墨川に沿って拓けた集落で、町内でも、特に、

過疎化・高齢化が進み、個々の農家だけで農業を行うことが経済的、人的に厳しい状況

になっている。また、本集落は、ライスセンター等の施設から離れており農作業が不便

であった。

平成12年から本事業に取り組み、共同活動による農地の保全と購入困難な共同機械の

導入並びに健全な管理運営をめざした活動を行っている。

３．取組の内容

農業生産活動に関する活動として、共同活動による農道・用排水路の維持管理、獣害

対策として動物誘導柵の適正管理を、多面的機能増進活動として周辺林地の下草刈り作

業を行っている。また、集落居住者個々による農業生産が厳しいため、新たな担い手に

よる集落営農組織の確立と各農家が保有する農業機械の共同利用、ミニライスセンター

の機械導入及び適正な管理運営に務めている。

ミニライスセンターの共同利用 共同活動での周辺林地下草刈り



［集落の将来像]
○ 当集落は、町内でも、特に、過疎化・高齢化が進み、耕作放棄地の拡大が懸念される。営農組織の
確立と健全な運営のもと、集落を守る体制づくりとして、集落出身者や他地域ボランティア等の協力
を得て、耕作放棄地発生の防止と水路・農道の管理等を行う。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 将来像および５年間の目標

過疎化・高齢化が依然進む中、集落居住者個々での農業生産が厳しいため、新たな担い手による集
落営農体制の組織を確立し、各農家が保有する農業機械の共同利用及び共同利用農業機械の購入を行
う。

○ ５年間のスケジュール
１年目：現在の農業生産者のアンケート調査を実施し、５～10年後の農業経営、集落営農組織化、

現状の農地、施設の問題点について調査を行う。
２年目：アンケート調査による農地、施設の問題点について、可能な限りでの整備を行う。また、

集落営農組織化に向けて、現実の農業従事者日数、人手の調査を集落全体で行う。
３年目：２年目の調査による従事日数、人手間を参考に、仮の集落営農組織で部分的な営農活動を

実施。
４年目：３年目の部分的営農活動を参考に、分業制を導入して営農活動を実施。また、農業機械の

合理化を進めるための検討を実施。
５年目：集落営農組織の確立を行い、営農規約を定めて、集落での統一した営農運営を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理(6.39ha) 獣害対策（約3,000ｍ） 周辺林地の下草刈り
ネット、柵の点検 随時 （約1ha、年１回）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

農道・水路の管理
・水路（3.0km） 清掃、草刈
り 年２回
・農道（2.5km） 補修、草刈
り 年２回

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題

本事業を実施したことにより、集落内に共同活動への意識が高まり、共同作業による

農地保全活動を推進する中で、耕作放棄地発生の防止につながった。

また、周辺林地の草刈り作業等を通じて、景観保全に対する意識が高まった。

営農組織の立ち上げや共同利用機械（乾燥機）の導入により、農業生産向上と耕作放

棄の抑制が期待できるが、これから少子高齢化が益々進む中で、ボランティアなど集落

外部からの支援体制を整えることが当面の課題である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 平成21年は、都市住民のボランティア農作業体験（田植え・稲刈り）を実施した。
○ 共同作業により耕作放棄地発生の防止につながった。
○ 摺墨農地保全組合を平成20年度に設立した。

○ 共同利用機械を平成21年度に導入した （乾燥機１台・縦横搬送機各１台）。


